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Abstract

　　Playing outdoors is extremely important for the healthy and safe 
physical and mental development of children. However, in many coun-
tries, the amount of time children spend playing outside is decreasing. 
What childcare providers consider most important regarding outdoor 
play is reflected in childcare practices and influences childrenʼs outdoor 
play. This study examined the reasons why outdoor play among young 
children has not increased even after the end of the COVID-19 pandemic, 
and what kind of supports are necessary, by analyzing visual teaching 
materials for outdoor play created by childcare providers for children. Of 
the 23 teaching materials created, the most common were those that ex-
plained or introduced outdoor play, followed by those that taught the sig-
nificance and importance of outdoor play, and those that provided guid-
ance and instructions on following rules and safety issues. The least 
common were materials that encouraged playing in nature. Analysis of 
the outdoor play materials created suggested that a system should be 
developed to protect childcare providers from internal and external pres-
sures, enabling them to freely and confidently practice childcare and ear-
ly childhood education in their own way ; that there is little point in 
pre-learning in elementary schools ; that it is important to understand the 
importance of developing non-cognitive skills through play in early child-
hood ; and that childcare providers themselves lack experience of outdoor 
play in nature, so it is necessary and important to provide them with op-
portunities to actually experience and feel the joy of it firsthand.
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健康・安全な生活に必要な習慣や態度を
身につける幼児のための学校保健教材

渡　部　かなえ

1．緒言

　子どもの心身の健やかで安全な発育発達に、外で元気に遊ぶことは極め

て重要である 1）。戸外（アウトドア）での自由遊びをたくさんやっている

子どもは、ウェルビーイング、主体性、自発的に行動する力が高い 2）、自

然との触れ合いは子どもの脳神経系の健全な発育を促す 3）、体を動かして

遊ぶことは、フロー状態（完全に没頭しながらも圧倒されてはいない状態

で、脳の学習効果がピークに達する）をもたらすが、自然の中で遊ぶと、

その効果がさらに高まる 4）ことが、科学的な研究によって実証されてい

る。

　しかし、多くの国で、子どもたちが外で遊ぶ時間は減っている 5）。日本

も例外ではない。COVID-19（新型コロナウイルス感染症）のパンデミッ

クでその状況がさらに悪化した 6）のはやむを得ないが、コロナパンデミ

ック終息後も、園外では 1 週間のうち「1 日も外遊びをしていない」幼児

は 8.1%、平日に「全く外遊びをしない」幼児は 46.6% もいて 7）、子ども

の外遊びが減っている状況は改善していない。

　保育士をはじめとする幼児教育の専門職にある保育関係者は、言葉かけ

や行動、直接・間接の支援で子どもたちの遊び方や遊ぶ場所に影響を及ぼ
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す存在である。子ども自身が健康と安全を守る力を育むのに必要な習慣や

態度の土台作りに不可欠な外遊びについて、保育関係者が何を一番大切だ

と考えているか、は保育に反映され、子どもの外遊びに影響を及ぼす。本

研究は、保育関係者がコンテンツを決めて作成した子どものための外遊び

のビジュアル教材の分析を通して、コロナ終息後も幼児の外遊びが増えな

い背景にはどのような理由があり、どのような対応が必要なのかを検証す

ることを目的として行った。

2．方法

　保育関係者 23 名に園児のための外遊びの教材の作成を依頼し、協力し

て貰った。コンテンツは、保育関係者が自分たちが関わる子どもたちに外

遊びに関して一番伝えたいこととし、各自に自由に決めてもらった。教材

には A3 サイズの丈夫な紙を用いて、園舎の壁に掲示したり、園児が手に

取ってお友達や保育関係者と一緒に見ることができるようにした。構成上

の制約は「紙は横置きにする」「裏面には、この教材の解説やこれを利用

する他の保育者へのアドバイスが、必要だと思ったら書く」という 2 点で、

表面（園児が見る教材面）は、絵や文字などを自由に書いて／描いてもら

った。また、作成後に、各協力者に教材のテーマ（コンテンツ）を選んだ

理由や作成の際に工夫したことなどを話して貰った。

　また、教材に表現された作成者の問題意識や目指す目標は数値で表され

るものではないので、作成された個々の教材を詳細に読み解く質的研究の

手法を用いて分析を行った 8）。



表 1　教材のコンテンツ

コンテンツの種類 教材数（計 23）

外遊びの紹介・説明 9

外遊びの意義と必要性 6

ルールの順守・安全管理 5

自然の中で遊ぶ 3
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3．結果（表 1）

　教材のコンテンツは、外遊びの説明や紹介をしているものが 23 教材中

9 と最も多く、次が外遊びの意義や重要性を教えるものが 6、ルールを守

ることや安全について指導や指示をするものは 5 で、自然の中で遊ぶこと

へ誘う教材は 3 と最も少なかった。（表 1）

　外遊びの紹介や説明がコンテンツとなっている教材には、公園などにあ

る固定遊具での遊び方を紹介するもの（図 1）と、ある程度の広さがあれ

ば、あとは縄やボールのような小道具を用意するだけで、あるいは何もな

くてもできる遊び（図 2）の 2 パターンがあった。どちらのパターンの教

材を作成したかは、園庭がなく、外遊びは近隣の公園に行くしかないか、

園庭があってそこで遊べるか、という保育関係者が関係する園の施設・環

境要件によっていた。

　遊びの意義や必要性がコンテンツとなっている教材（図 3）は、よく眠

れる、食事を美味しく食べられるなど、元気に遊ぶこと（運動）が睡眠や

栄養摂取にもたらす健康効果を教えることを目的として作られていた。

　ルールを守ることや安全の指導・指示がコンテンツとなっている教材

（図 4）は、けがの防止や他の園児とトラブルを起こさないようにするこ



図 1：外遊びの説明や紹介の教材例（1）
設置されている固定遊具を使った遊び

図 2：外遊びの説明や紹介の教材例（2）
固定遊具を使わない遊び
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図 3：遊びの意義や必要性を教える教材例

図 4：ルールを守ることや安全の指導・指示の教材例
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図 5：自然の中で遊ぶ教材例
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とが目的となっていた。もちろん、子ども自身のためを思っての教材では

あるが、同時に、トラブルを未然に防いで、保護者からのクレーム回避、

園の責任を問われないための予防策の一環でもあった。

　アウトドア（戸外）でしかできない遊びの体験を通した学びと育ち、そ

して幼小児期に生涯の心の核となる感性を育む自然体験 9）の機会に子ど

もたちを誘う「自然の中で遊ぶ」ことをコンテンツとした教材を作成した

保育関係者は最も少なかった。豊かな自然に恵まれた環境で保育を行って

いる保育関係者が少なく、作成しても使うことができない（ので無駄）と

思ったり、与えられた環境での保育に手いっぱいで、自然の中で子どもた

ちが遊ぶ保育活動を実現するにはどうしたらいいかを考えるのは容易では

ないようであった。
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4．考察

　外遊びができる設備環境は、園によって大きく異なっている。幼稚園は

基準を満たした園庭の設置が義務付けられているが、保育所は付近の広場

や公園を代用できれば園庭は無くてもよい 10）。また、園庭の有無以外の

園周囲の環境も多様で、歩いてすぐのところに海が広がっていたり広大な

森があるような自然環境に恵まれた園もあれば、固定遊具が設置されてい

るあまり広くない公園を近隣の複数の保育所の子どもたちが譲り合って利

用するしかない状況の園もある。そのような環境の違いが保育関係者の

「外遊びについて子どもに伝えたいこと」の違いに影響していると推察さ

れた。

　安全管理やルールを遵守させることが、外遊びに関して子どもに一番伝

えたいこと、というのは、幼児教育で育む大切な非認知スキル 11）のアン

バランスな育ちにつながってしまう懸念がある。小さなケガすらもさせな

いよう安全管理に重点を置きすぎてしまうと、子どもたちは思い切って挑

戦することができなくなってしまう。また、ルールを守るのはもちろん学

ぶべき大切なことであるが、大人が先回りして子ども同士のトラブルが遊

びの中でも起こらないように管理してしまったら、トラブルが発生した時

にどう対処していくのか、子ども自身が考え、子ども同士で話し合って解

決する力を育てる絶好の機会を失ってしまうことになる。

　しかし、近年、子どものちょっとしたケガや子ども同士のトラブルに関

して、保護者をはじめとする内外からの保育関係者へのプレッシャーが大

きくなっている。保育関係者が、子どものためというよりは大人や社会か

らのクレーム回避のために管理指導を第一に考えざるを得ない状況から保

育関係者を守る仕組み作りが必要であろう。



26

　そして、最も多く教材が作られたのは遊び方の紹介で、次に多かったの

は遊びの意義と重要性（遊ぶことで得られる健康上のメリット）であった。

保育関係者が子どもに一番伝えたいことが、「こうやって遊ぶんですよ」

と教えるいわば遊び方マニュアルの紹介や、遊びは「メリットが得られる

手段」というのは、ちょっと残念である。遊びは子どもたち自身が自由に

創造し、そして楽しいからその遊びを続けたり様々な工夫をして展開し広

げていく、自由でクリエイティブな活動であり、非認知スキルを育む純粋

でとても大切な活動である。しかし、遊びを「提示されたマニュアル通り

にやること」・「メリットがあるからやること」にしてしまう懸念がある教

材を最も多くの保育関係者が作ってしまったことの背景には、数値などの

目に見える形での成果や効率が求められがちな今の保育の現状があると思

われる。自由遊びよりも、小学校の先取り教育を園で行うことを喜ぶ保護

者が多く、少子化が進む中で園児獲得のためには保護者の意向や要望に沿

う保育をせざるを得なくなっているようである。

　幼児教育では、遊びを通して学ぶことが重要であり、それは学校教育で

の学習と同じではなく、就学後の学習を支え、長い人生を生きていく基盤

となる力や感性を育む学びである。外遊びの教材作成を通して、保育関係

者が自由に自信を持って本来の保育・幼児教育を持って実践できるよう、

内外のプレッシャーから保育関係者を守る体制作り、小学校の先取り学習

にはあまり意味が無いことと（入学後数年で差が無くなってしまう）12）、

幼児期に遊びを通して非認知スキルを育むことの重要性を理解して貰うこ

と、そして保育関係者自身に自然の中での外遊びの経験が不足しているの

で、実際に体験しその楽しさを実感する機会を持つことの必要性と重要性

が示唆された。
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